
- 1 - 

 

姫路市の将来世帯数推計 

 

１ 推計期間・方法 

  令和２年国勢調査が行われた令和２年（2020 年）を基準に、令和 32 年（2050 年）ま

での 30 年間について、５年ごとに推計しています。 

  推計方法は世帯主率法に基づいています。これは、国立社会保障・人口問題研究所（以

下「社人研」という。）の推計手法に準拠した将来世帯数推計方法であり、世帯数が世帯

主の数に等しいことを利用して、将来推計人口に将来世帯主率を乗じて世帯数を求める

方法です。 

 

２ 推計結果の概要 

 (1) 世帯総数の推移 

   姫路市の世帯数は令和７年（2025 年）の 228,157 世帯をピークに減少局面を迎え、

令和 32 年（2050 年）には 203,528 世帯と、令和２年（2020 年）に比べ 20,265 世帯

減少（▲9.1％）する結果となりました。 

   また、前回の姫路市人口動態調査（平成 30 年）による推計結果と比較すると、令和

27 年（2045 年）時点で約 19 万７千世帯から約 21 万１千世帯に、約１万４千帯上方

修正される結果となりました。 

 

 
 

 
 

  

世帯数（一般世帯）の推移

平成27年 令和2年 令和7年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年 令和32年

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

平成30年姫路市推計 212,541 218,280 217,383 213,930 208,701 203,049 196,997

令和5年姫路市推計 212,541 223,793 228,157 226,815 223,355 217,875 210,987 203,528

※平成30年姫路市推計は、平成27年は国勢調査による実績値。

　令和5年姫路市推計は、令和2年までは国勢調査による実績値。
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 (2) 世帯類型別の推移 

   世帯類型別では、令和２年（2020 年）において最多世帯となった「単独世帯」が令

和 17 年（2035 年）まで増加した後、減少に転じるのに対して、「夫婦と子からなる世

帯」は減少を続け、令和 32 年（2050 年）の構成比は 24.9％まで低下するという推計

結果となっています。 

 

 
 

 

世帯類型別世帯数及び構成比の推移

令和2年 令和7年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年 令和32年

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

世帯数 75,447 79,150 81,174 81,886 81,149 78,276 75,457

構成比 33.7% 34.7% 35.8% 36.7% 37.2% 37.1% 37.1%

世帯数 45,476 45,916 45,893 45,559 44,948 44,468 43,484

構成比 20.3% 20.1% 20.2% 20.4% 20.6% 21.1% 21.4%

世帯数 62,985 62,936 60,518 57,837 55,196 53,061 50,628

構成比 28.1% 27.6% 26.7% 25.9% 25.3% 25.1% 24.9%

世帯数 22,137 22,799 22,873 22,591 21,977 21,079 20,339

構成比 9.9% 10.0% 10.1% 10.1% 10.1% 10.0% 10.0%

世帯数 17,748 17,356 16,357 15,482 14,605 14,103 13,620

構成比 7.9% 7.6% 7.2% 6.9% 6.7% 6.7% 6.7%

0

223,793 228,157 226,815 223,355 217,875 210,987 203,528

※構成比は世帯類型「不詳」を除いて算出

一般世帯合計

単独世帯

夫婦のみ

夫婦と子

ひとり親と子

その他

不詳
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 (3) 世帯主の年齢層別世帯数の推移 

   世帯主の年齢層別世帯数についてみると、令和２年（2020 年）において 38.1％を占

めていた世帯主の年齢が 65 歳以上の構成比は、令和 12 年（2030 年）頃より上昇し、

令和 32 年（2050 年）には 46.9％まで高まる推計結果となりました。とりわけ 75 歳

以上の世帯主の構成比は、令和 32 年（2050 年）に 28.2％と急速に上昇する結果とな

っています。 

   また、65 歳以上の単独世帯は増加を続け、令和 32 年（2050 年）には一般世帯の

19.2％を占めることになり、およそ５世帯に１世帯が高齢者単独世帯になるという推

計結果となりました。 

 

 
 

世帯主の年齢層別世帯数の推移

令和2年 令和7年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年 令和32年

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

世帯数 6,986 7,326 6,995 6,647 5,916 5,135 4,937

構成比 3.2% 3.2% 3.1% 3.0% 2.7% 2.4% 2.4%

世帯数 21,040 21,650 21,175 19,791 18,786 17,254 14,989

構成比 9.7% 9.5% 9.3% 8.9% 8.6% 8.2% 7.4%

世帯数 105,545 113,410 111,620 107,699 98,252 92,269 88,197

構成比 48.9% 49.7% 49.2% 48.2% 45.1% 43.7% 43.3%

世帯数 40,481 35,338 35,500 39,730 45,955 44,969 38,012

構成比 18.8% 15.5% 15.7% 17.8% 21.1% 21.3% 18.7%

世帯数 41,766 50,433 51,525 49,488 48,966 51,360 57,393

構成比 19.4% 22.1% 22.7% 22.2% 22.5% 24.3% 28.2%

7,975

223,793 228,157 226,815 223,355 217,875 210,987 203,528

※構成比は世帯主の年齢「不詳」を除いて算出

不詳

合計

25歳未満

25～34歳

35～64歳

65～74歳

75歳以上
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